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コークス炉は、石炭を装入する炭化室と燃焼室が交互に配置されている。
燃焼室は、燃料ガスを燃焼させることにより、炭化室を高温に保つ。
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停電に伴う燃焼放散について停電に伴う燃焼放散について
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１．事故概要１．事故概要

１．事故概要
１－１ 発生日時

平成２４年１月６日（金） １０時０８分 （停電発生）

１－２ 停電範囲

配電先が停電‥化成変、新化成変、球鉱変、高炉変、

東部変(一部)、銑骸変(一部) （図１参照）
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停電に伴う異常燃焼について停電に伴う異常燃焼について
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１．事故概要１．事故概要
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第5ｺｰｸｽ炉

東工場

西工場

生浜地区

図２ 異常音発生場所図２ 異常音発生場所

発生場所
第６、７コークス炉

煙道集塵設備

第6ｺｰｸｽ炉,第7ｺｰｸｽ炉
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２．異常燃焼による被災状況２．異常燃焼による被災状況

北

6A炉団 6B炉団 7A2炉団 7A1炉団

第６ｺｰｸｽ炉
煙突

第７ｺｰｸｽ炉
煙突

第6,7ｺｰｸｽ炉
煙道集塵機

長さ２１ｍ
幅 １７ｍ
高さ１６ｍ

排風機停電範囲

CCC
(ｺｰｸｽｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ)

第７コークス炉第６コークス炉

＜損傷箇所＞
①煙突直前の出口ダクト
②集塵機出側のダクトエキスパン部
③排風機入側エキスパン部（両系）
④煙道集塵機バグ室

⑤既設第７コークス炉煙道上部れんがの一部脱落

①

②

③

④

⑤

平面図
（上から見た図）
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３． ガスの煙突への流入の推定３． ガスの煙突への流入の推定

第6,7ｺｰｸｽ炉
煙道集塵機

燃料ガス
本管

コークス炉

第７ｺｰｸｽ炉
煙突主排風機

燃焼室

炭化室

コークスガス
吸引設備

燃焼空気
（自然吸気）

既設煙道

燃料ガス

停電で停止

炭化室

・
・
・

燃焼室

発生
コークス炉ガス

燃焼室 ： 燃料ガスを燃焼させることで炭化室を高温に維持する

炭化室 ： 石炭を蒸し焼きにしコークスとする

①停電により主排風機が停止し
燃え残りを含んだ燃焼ガスが
煙道内に滞留した

③れんが脱落部から空気が侵入、
未燃のガスと空気が混合し、

異常燃焼による爆発音が生じた

②停電により発生コークス炉ガス吸引設備が停止
し、コークス炉ガスの一部が、隣接する燃焼室に
侵入し、燃え残りを発生し煙道内に滞留

燃焼ガス
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中部変電室停電トラブルについて中部変電室停電トラブルについて中部変電室停電トラブルについて



16１．事故概要１．事故概要

１．事故概要
１－１ 発生日時

平成２４年１月６日（金） １０時０８分 （停電発生）

１－２ 停電の原因となった漏電発生場所
JFEスチール（株）東日本製鉄所（千葉地区）
東発電所 中部変電室
特別高圧盤（配電盤）Ｂ母線室の貫通絶縁碍子

（図３参照）

１－３ 被災状況

特別高圧盤（配電盤）Ｂ母線室の貫通絶縁碍子 １個

（図４参照）
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第5ｺｰｸｽ炉

東工場

西工場

生浜地区

図３ 発生場所図３ 発生場所

発生場所
東発電所中部変電室

第6ｺｰｸｽ炉,第7ｺｰｸｽ炉
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２．停電の原因２．停電の原因２．停電の原因

２ 停電の原因

漏電の原因となった絶縁碍子の破損は、昨年3月11日に発生した東日本大震災に

起因し、以下の要因により誘発されたと推定されます。

① 東日本大震災での地震は想定していた直下型ではない、長周期振動が発生し

た。

② 当該設備は高床式建物の2階にあり、地震による振動が増幅され、過大な外力

が発生した。

上記の要因が重なり合うことによって生じた設計水準以上の機械的外力が碍子にか

かったことに起因し、亀裂が生じたものと推定しております。



20３．再発防止策３．再発防止策

２ 対策

以下の対策を実施。

①当該配電盤の使用停止
事故発生当日および翌日にかけ、母線の切離しを行い、既に完了しております。

②中部変電室内の配電盤の目視点検
事故発生当日および翌日にかけ、①の対策とともに実施し、碍子の欠け、
割れの異常が無いことを確認しました。

③中部変より供給している負荷設備への供給系統の見直し
コークスガス吸引設備の電源を２系統から受電できるように致します。

なお、当千葉地区内の同様の配電盤内を目視点検し、異常の無いことを
確認しております。
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